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①令和元年度和歌山支部事業計画に基づく主な取り組み
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担当 KPI R1目標 R1実績 達成度 R2目標

(3) 柔整の申請に占める、３部位以上、かつ月15日以上の施術申請の割合 1.08％以下 1.07% ○ 1.07%以下

サービススタンダードの達成状況 100% 100% ○ 100%

現金給付等の申請に係る郵送化率 90%以上 91.1% ○ 92%以上

(6) 高額療養費制度に占める限度額適用認定証の使用割合 84.0% 81.0% × 85％以上

(7) 被扶養者資格の確認対象事業所からの提出率 90.0% 92.4% ○ 92%以上

(2) 支払基金と合算したレセプト点検の査定率 0.541%以上 0.501% × 0.501％以上

年金機構回収分も含めた資格喪失後1か月以内の保険証回収率 94.8%以上 94.68% × 95.5％以上

返納金債権（資格喪失後受診に限る。）の回収率 73.51%以上 53.18% × 53.18％以上

医療給付費総額に占める資格喪失後受診に伴う返納金の割合 0.038%以下 0.042% × 0.042％以下

生活習慣病予防健診受診率 46.2%以上 47.8% 〇 51％以上

事業者健診データ取得率 9%以上 10.9% 〇 12.3％以上

被扶養者の特定健診受診率 20.6%以上 22.4% 〇 25.6％以上

(1)-2 特定保健指導の実施率 17%以上 20.8% 〇 20.8％以上

(1)-3 受診勧奨後3か月以内に医療機関を受診した者の割合 12%以上 10.8% × 12.9％以上

広報活動における加入者理解率の平均 36.7％以上 46.1% ○ 38.4%以上

全被保険者数に占める健保委員委嘱事業所の被保険者数の割合 53％以上 55.60% ○ 56%以上

(3) ジェネリック医薬品使用割合 75.2％以上 74.3%(R2.2現在) - 76.5%

(4) 他の被用者保険者との連携を含めた、地域医療構想調整会議への支部参加率 100.0% 100% ○ 100%
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令和元年度和歌山支部事業計画に基づく主な取り組み

（１）

R1目標 R1実績 達成度 R2目標

1.08%以下 1.07% ○ 1.07%以下

R1目標 R1実績 達成度 R2目標

100% 100% ○ 100%

R1目標 R1実績 達成度 R2目標

90%以上 91.1% ○ 92%以上

■保険給付適正化会議を開催し、調査および医療機関訪問を実施。新たな喪失後受診返納金の発生を

防止した。また、傷病手当金と障害年金との併給調整については月次で進捗管理を徹底。労災休業補

償給付については、労働基準監督署と連携を進め、併給調整の適正に努めた。

主な取り組み内容等 今後の課題と対策

■引き続き不正事案が疑われる案件につ

いて、調査・確認を徹底する。

また、傷病手当金と年金、労災との併給

調整の管理を徹底する。

■新施術所ごとの申請傾向を分析し、ま

た新型コロナウイルス自粛期間における

傾向の変化も分析して、面接委員会の対

象施術者候補を選定する。分析結果に基

づいて患者照会の強化策を検討する。

■進捗管理の徹底により100％の達成を

目指す。

■新型コロナウイルス感染拡大防止も目

的として、不要不急の窓口利用は控えて

いただくように案内する。

KPI サービススタンダードの達成状況

現金給付の適正化の

推進

１．基盤的保険者機能関係

KPI 柔整の申請に占める、３部位以上、かつ月15日以上の施術申請の割合

（３）

柔道整復施術療養費

等の照会業務の強化

■柔整師カルテを作成し、和歌山柔道整復師会へ、申請件数の多い所属会員５０人分のカルテを提供

し、会員への指導に活用していただくように求めた。

■柔整版医療費通知を作成し、複数施術所利用者４０人への文書照会と、長期過剰療養者５０１人へ

の啓発通知を送付し、適切な保険証使用への協力を求めた。

（５）

サービス水準の向上

KPI 現金給付等の申請に係る郵送化率

■申請書の受付から給付金の振込までを10営業日以内に完了させることをサービススタンダードとし

て定めており、日々の進捗管理を徹底し100％の達成を目指す。

■郵送による申請が可能である旨の広報と電話説明を実施した。
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令和元年度和歌山支部事業計画に基づく主な取り組み

R1目標 R1実績 達成度 R2目標

84%以上 81.0% × 85%以上

R1目標 R1実績 達成度 R2目標

90%以上 92.4% ○ 92%以上

（６）

限度額適用認定証の

利用促進

KPI 高額療養費制度に占める限度額適用認定証の使用割合

KPI 被扶養者資格の確認対象事業所からの提出率

（７）

被扶養者資格の再確

認の徹底

■定期的に広報することで、制度を認知

していただくように努める。

■本年度の確認対象者について、各種広

報媒体を通じた啓発を積極的に実施する

ことで提出率の向上を図る。

■健保法改正にかかる扶養基準の変更に

ついて、制度周知と理解の促進に努め

る。

■医療機関の窓口での支払額が一定額となる限度額証の使用割合を高めることで、加入者サービスの

向上を図る。

前年度以前より複数の医療機関に申請書と返信用封筒を設置していただいているが、引き続き設置し

ていただくため、医療機関へ赴き改めての依頼をした。

■未提出であった全ての事業所へ勧奨文書と確認リストを送付し、提出率の向上を図った。

■海外在住者の厳格化等健保法改正にかかる制度変更について広報を実施し、海外在住確認事業所に

対する扶養確認及び解除指導を行った。

１．基盤的保険者機能関係 主な取り組み内容等 今後の課題と対策
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令和元年度和歌山支部事業計画に基づく主な取り組み

主な取り組み内容等

R1目標 R1実績 達成度 R2目標

0.541％以上 0.501% × 0.501%以上

R1目標 R1実績 達成度 R2目標

94.8%以上 94.68% × 95.5%以上

R1目標 R1実績 達成度 R2目標

73.51％以上 53.18% × 53.18%以上

R1目標 R1実績 達成度 R2目標

0.038％以下 0.042% × 0.042%以下

今後の課題と対策

■引き続き研修や勉強会等を通じたさら

なるレセプト点検員のスキルアップの推

進と支払基金と合算したレセプト点検の

査定率の向上に向けて取り組む。

■引き続き第三者行為による傷病届の提

出があった加入者に係る進捗管理の徹底

と加害者や加害者の加入している保険会

社に対する速やかな返還措置を実施す

る。

■引き続き資格喪失後受診による返納金債権

の発生抑制に向けた早期の保険証回収に取り

組む。

■債権回収については、新規発生債権の早期

回収に向けた重点的な取り組みと傷病手当金

と年金の調整による返納金や労災該当による

返納金等でそれぞれ発生している高額債権に

対して確実な回収に努める。

年金機構回収分も含めた資格喪失後1か月以内の保険証回収率

KPI 返納金債権（資格喪失後受診に限る。）の回収率

支払基金と合算したレセプト点検の査定率

KPI 医療給付費総額に占める資格喪失後受診に伴う返納金の割合

（２）

（４）

効果的なレセプト点

検の推進

返納金債権の発生防

止のための保険証回

収強化、債権回収業

務の推進

KPI

■自動点検マスタ等の定期的なメンテナンスを通じた効率的なレセプト内容点検の実施。

■指導医や外部講師による研修、支部内や近隣支部との勉強会、支払基金との協議を通じたレセプト

点検員のスキルアップの推進。

■業務災害、通勤災害、第三者行為に該当する可能性のあるレセプトに対する負傷原因照会等を通じ

た負傷状況の把握及び医療機関へのレセプトの返戻、債務者への返還措置の実施。

■システムを活用した効率的な資格点検業務の確実な実施及び医療機関へのレセプトの返戻、債務者

への返還措置の実施。

■保険証の未返納者に対する速やかな文書催告及び電話催告の実施。

■返納金債権等の未返納者に対する計画的な文書催告及び電話催告の実施。

■納付に応じない債務者に対する弁護士名による催告や内容証明郵便等による最終催告、裁判所への

支払督促や債権差押等の法的手続を実施。

■資格喪失後受診の返納金債務者で国民健康保険への加入をしている者については、国民健康保険と

の保険者間調整による解決を図り、確実な債権回収を推進。

KPI

１．基盤的保険者機能関係
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令和元年度和歌山支部事業計画に基づく主な取り組み

R1目標 R1実績 達成度 R2目標

46.2%以上 47.8% 〇 51%以上

R1目標 R1実績 達成度 R2目標

9.0%以上 10.9% 〇 12.3%以上

R1目標 R1実績 達成度 R2目標

20.6%以上 22.4% 〇 25.6%以上

今後の課題と対策

■小規模事業所の受診率が低いため、引

き続き個人宛勧奨を継続し、受診拡大に

つなげる。集団健診の場を提供し、受診

機会拡大につなげる。

■健診受診率が低い事業所を対象に、生

活習慣病予防健診への切り替え、および

事業者健診データ提供勧奨を進めてい

く。

■被扶養者の特定健診の受診機会拡大対

策として、集団健診開催日数、会場を開

拓していく。

ハガキ勧奨や電話勧奨などの再勧奨に取

り組みむ。

〈生活習慣病予防健診対策〉

■小・中規模事業所を対象とした受診勧奨の実施。

　　小規模事業所349名申込　　中規模事業所　130名申込

■付加健診対象者への受診勧奨の実施。　付加健診　73名申込

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受診勧奨後の新規申込者　合計　552名

■生活習慣病予防健診委託機関の拡大。（２機関新規追加）

〈事業者健診データ取得対策〉

■事業者健診データ取得に関する外部委託勧奨の実施。データ取得　3,253件（前年度　1,895件）

〈被扶養者の特定健診対策〉

■協会主催の集団健診開催日数の拡大。16回開催（前年度14回）

■自治体がん検診との同日実施の機会拡大。

　　令和２年度以降開催に向けて、橋本市・紀の川市と調整。

■電話勧奨・ハガキ勧奨等による受診再勧奨の実施。

被扶養者の特定健診受診率

KPI 事業者健診データ取得率

（１）-ⅰ）

特定健診受診率・事

業者健診データ取得

率の向上

２．戦略的保険者機能関係 主な取り組み内容等

KPI 生活習慣病予防健診受診率

KPI
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令和元年度和歌山支部事業計画に基づく主な取り組み

R1目標 R1実績 達成度 R2目標

17.0%以上 20.8% 〇 20.8%以上

R1目標 R1実績 達成度 R2目標

12.0%以上 10.8% × 12.9%以上

保

健

グ

ル

ー

プ

■健診当日の特定保健指導実施機関の拡

大。健診実施数が多い健診機関の開拓

■特定保健指導実施事業所の開拓

事業者健診データ提供事業所、健康づく

りチャレンジ運動登録事業所などを対象

に特定保健指導実施事業所の拡大を図

る。

■特定保健指導を受ける機会の拡大。

事業所以外での機会として、休日の相談

日の設定やICT面談などを導入し、個人勧

奨にも取り組む。

■高血圧・糖尿病未受診者への受診勧奨

後の受診率が低い。H30年度9.1％→H31

年度10.8％にアップしているが、目標

12％には届かず。受診行動のきっかけと

なるよう文書勧奨のデザインを見直す。

■ハイリスク者への保健指導について、

受診勧奨方法を検討し、医師会等と連携

を図りながら取り組みを進めていく。

KPI 受診勧奨後3か月以内に医療機関を受診した者の割合

〈被保険者の特定保健指導対策〉

■特定保健指導外部委託の推進

　　健診機関・民間業者による保健指導実施：評価390件（前年度250件）

■支部が初回面談を実施した者の継続支援を民間業者へ委託。評価1,931件（前年度566件）

　支部で実施する初回面談実施件数を拡大。初回面談3,086件（前年度2,813件）

〈被扶養者の特定保健指導対策〉

■協会主催の集団健診で、健診当日の特定保健指導を実施できる会場を拡大。

　　15会場で実施。（前年度9会場）

特定保健指導の実施

率の向上（１）-ⅱ）

重症化予防対策の推

進（１）-ⅲ）

■高血圧・糖尿病未受診者への文書勧奨・電話勧奨・訪問による受診勧奨を実施。

　二次勧奨：（文書：1,315件　電話：58件　面談：184件）

　＊電話勧奨を新たに導入。二次勧奨時の文書勧奨発送対象を拡大

■腎機能の疑いのある方への専門医への受診勧奨および保健指導の実施。

　（受診勧奨　128件　　保健指導　1名）

KPI 特定保健指導の実施率

２．戦略的保険者機能関係 主な取り組み内容等 今後の課題と対策
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令和元年度和歌山支部事業計画に基づく主な取り組み

（１）-ⅳ）

R1目標 R1実績 達成度 R2目標

36.7%以上 46.1% 〇 46.1%以上

R1目標 R1実績 達成度 R2目標

53.0％以上 55.6% 〇 56％以上

■加入者理解率の向上、ホームページ、

メールマガジンの閲覧者の増加を目指

す。

今後の課題と対策

■健康経営優良法人認定、チャレンジ運

動登録事業所の拡大を図る。

■健康宣言後のフォローアップの強化を

図る。

２．戦略的保険者機能関係

■広報計画に基づいた各種媒体（HP・メルマガ・県広報誌・地域生活情報誌等）を利用した広報を

行った。

■健康保険委員の委嘱拡大のため、登録勧奨を実施した。

■健康保険委員研修会を開催し、委員のスキルアップを図った。

■永年の活動や功績に対して感謝の意を表すため、健康保険委員表彰（理事長表彰4名、支部長表彰

10名）を行った。

主な取り組み内容等

■健康宣言事業「わかやま健康づくりチャレンジ運動」を和歌山県と共同実施。（新規登録事業所

203社）

■「わかやま健康づくりチャレンジ運動」登録の電話勧奨委託を実施した。また、職員による訪問勧

奨も併せて実施した。

■登録事業所に対するサポートの実施。（健康講座14件、血管年齢測定器39件・フードモデル10件

の貸出）

■健康経営優良法人認定に対するフォローの実施　13社→22社認定

KPI 広報活動における加入者理解率の平均

企

画

総

務

グ

ル

ー

プ

KPI 全被保険者数に占める健保委員委嘱事業所の被保険者数の割合

（２）

コラボヘルスによる

健康経営の推進

広報活動や健康保険

委員を通じた加入者

等の理解促進
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令和元年度和歌山支部事業計画に基づく主な取り組み

R1目標 R1実績 達成度 R2目標

75.2％以上 74.3%(R.2現在） - 76.5%以上

R1目標 R1実績 達成度 R2目標

100% 100% 〇 100%

（４）
インセンティブ制度

の取組・広報の強化

■インセンティブ周知用リーフレットの配布

■HP、メルマガ「協会けんぽわかやま通信」等での和歌山支部の実績を踏まえた広報を実施した。

■加入者理解度調査の結果、理解率が極

めて低いため、加入者にとって分かりや

すい制度の周知を図る。

■医療機関向けへのジェネリック医薬品

調剤状況にかかる統計資料の提供を行

う。

■医療機関、薬局に対し、訪問説明など

直接的な働きかけの実施。

■県薬務課、県薬剤師会他保険者との連

携の推進。

■医療費情報等を分析研究し、効果的な

意見発信を行えるよう体制を整備する。

KPI

医療データの分析に

基づく地域の医療提

供体制への働きかけ

■ジェネリック医薬品軽減額通知を送付。（8月・2月）

■中枢神経系用薬を使用する18歳以上の協会けんぽ加入者に対し、ジェネリック医薬品使用啓発リー

フレットを送付した。

■路線バスおよび公用車を活用した広報を実施。（ラッピング、車内モニター、車内放送）

■レセプトデータを集計した後発医薬品リストの調剤薬局への情報提供およびホームページでの公

開。

■和歌山県医薬品安心安全使用懇話会で取組発表を行った。（3月）

■和歌山県との共同で作成したジェネリック調剤虎の巻を県内調剤薬局へ配布した。

（５）

KPI 他の被用者保険者との連携を含めた、地域医療構想調整会議への支部参加率

■地域医療構想の実現に向けて協議の行われる「地域医療構想調整会議」において、県内７医療圏

中、６医療圏に和歌山支部から委員を選出し、参画し意見発信を行った。

２．戦略的保険者機能関係 主な取り組み内容等 今後の課題と対策

企

画

総

務

グ

ル

ー

プ

ジェネリック医薬品使用割合（赤字は全体分）

（３）

ジェネリック医薬品

の使用促進
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令和元年度和歌山支部事業計画に基づく主な取り組み

（１）

（２）

（３）

R1目標 R1実績 達成度 R2目標

28.6%以下 20% 〇 20%

（５）

（６）

■定期的な訓練及び職員向けの啓発を実

施し、危機管理にかかる習熟度を維持し

ていく。

今後の課題と対策

■今後も引き続き、業務効率を踏まえた

人員配置を適切に実施する。

■目標設定を通じて、自身の役割を認識

させ、実績の向上につなげ、能力、実績

に紐づいた適正な評価を実施する。

■引き続き、OJT、集合研修、自己啓発

により、必要とされる知識を習得できる

機会を提供する。

■支部経費節減マニュアルに基づいたコ

スト意識を高める。

■引き続き、研修等を通じて、コンプラ

イアンス基本方針、行動規範の理解及び

浸透させるなどの意識醸成を図る。

企

画

総

務

グ

ル

ー

プ

コンプライアンスの徹底

リスク管理

■コンプライアンス委員会の定期開催（２回）。

■支部コンプライアンス研修の実施。

■本部コンプライアンス通信による啓発。

■災害リスクに対しては、安否確認システム、支部初動対応訓練及びビルにおける避難訓練を実施し

た。

■個人情報保護、情報セキュリティに対しては、毎月管理職による端末チェック、半期ごとに自主点

検及び全職員への研修を実施した。

３．組織体制関係 主な取り組み内容等

費用対効果を踏まえ

たコスト削減等

人事制度の適正な運

用と標準人員に基づ

く人員配置

人事評価制度の適正

な運用

ＯＪＴを中心とした

人材育成

■業務の効率化等の推進により、標準人員に基づく人員配置を適正に実施する。

■実績及び能力に紐づいた評価の実施。

■適切な目標を立てられるよう、管理職による面談を実施。

■結果についての振り返りとしてフィードバック面談を実施。

■各グループ長がOJT指針を作成し、グループごとの課題に応じた人材育成を実施した。

■お客様満足度調査結果の内容を分析し、電話応対について独自研修を実施した。

■随意契約にあって、100万円を超える案件については、調達審査委員会で調達内容、方法等を審議

し、調達の適正化を図った。

■その他少額案件についても、見積競争を実施し、コスト削減に努めた。

KPI 一般競争入札に占める一者応札案件の割合

（４）



②和歌山支部保険者機能強化予算にかかる経費について

11
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（
単
位
：
円
）

予
算

経
費

1
バ
ス
車
内
T
V
フ
ォ
ト
広
告
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
他
）

6
8
2
,0
0
0

6
8
6
,8
1
2

2
柔
整
の
適
正
施
術
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

1
2
9
,6
0
0

0

3
第
三
者
行
為
に
係
る
傷
病
届
の
届
出
勧
奨
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
及
び
医
療
機
関
へ
の
配
付

1
3
5
,0
0
0

2
9
,7
0
0

9
4
6
,6
0
0

7
1
6
,5
1
2

4
協
会
主
催
の
集
団
健
診
実
施
に
か
か
る
経
費

6
,2
2
9
,8
0
0

5
,8
3
6
,5
0
4

5
集
団
健
診
に
お
け
る
派
遣
職
員
に
よ
る
電
話
勧
奨

2
,0
9
9
,5
2
0

1
,2
1
2
,6
6
3

6
事
業
者
健
診
に
か
か
る
同
意
書
取
得
勧
奨
及
び
健
診
結
果
デ
ー
タ
取
得
勧
奨
等
の
外
部
委
託

5
,9
0
0
,0
0
0

5
,5
3
2
,5
1
9

7
事
業
者
健
診
結
果
デ
ー
タ
提
供
に
か
か
る
費
用

3
6
1
,0
0
0

4
1
0
,1
5
1

8
和
歌
山
県
医
師
会
と
の
連
携
に
よ
る
特
定
健
診
受
診
促
進
に
関
す
る
事
業

1
3
1
,7
6
0

7
9
,1
6
4

9
中
規
模
事
業
所
へ
の
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
再
勧
奨

2
3
3
,0
6
4

9
2
,7
4
2

1
0

小
規
模
事
業
所
対
象
者
へ
の
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
Ｄ
Ｍ
勧
奨

1
,0
7
7
,3
0
0

9
6
9
,1
6
0

1
1

任
意
継
続
加
入
者
へ
の
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
及
び
特
定
健
診
の
案
内

9
9
1
,9
8
0

5
4
1
,0
8
0

1
2

被
扶
養
者
向
け
集
団
健
診
に
お
け
る
広
報
（
案
内
）

1
,9
9
9
,2
6
0

2
9
0
,3
6
9

1
3

付
加
健
診
該
当
者
へ
の
個
別
案
内

1
9
7
,9
6
4

3
4
4
,6
1
2

1
4

被
扶
養
者
向
け
特
定
健
診
啓
発
マ
ン
ガ
の
作
成

1
,3
8
7
,8
0
0

0

1
5

特
定
保
健
指
導
の
利
用
勧
奨

3
5
7
,5
0
0

3
,5
0
0

1
6

「
職
場
に
お
け
る
健
康
講
座
」
の
実
施

9
2
4
,0
0
0

7
4
6
,7
6
0

1
7

健
康
宣
言
事
業
所
事
業

8
6
3
,3
7
2

3
7
9
,5
2
2

1
8

職
場
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
取
組
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
事
業

1
0
9
,0
8
0

0

1
9

集
団
健
診
後
の
結
果
説
明
会
及
び
特
定
保
健
指
導
の
実
施

4
2
,2
8
0

1
2
,5
6
0

2
0

メ
タ
ボ
流
入
抑
制
対
策

1
0
0
,1
0
0

0

2
3
,0
0
5
,7
8
0
1
6
,4
5
1
,3
0
6

2
1

紙
媒
体
に
よ
る
広
報

3
,0
3
0
,0
0
0

1
,6
4
3
,4
0
1

2
2

「
わ
か
や
ま
健
康
と
食
の
フ
ェ
ス
タ
」
へ
の
ブ
ー
ス
出
展

1
1
3
,7
4
9

5
4
,3
9
9

2
3

「
わ
か
や
ま
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
」
へ
の
ブ
ー
ス
出
展

5
6
,5
4
9

0

2
4

日
本
年
金
機
構
と
の
連
携
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
ブ
ー
ス
出
展

5
6
,5
4
9

0

2
5

県
広
報
誌
へ
の
広
告

6
6
0
,0
0
0

6
6
0
,0
0
0

2
6

健
康
経
営
促
進
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

5
9
6
,0
0
0

2
4
8
,2
0
0

2
7

T
V
局
の
ス
ポ
ッ
ト
C
M
の
活
用
に
よ
る
広
報

3
9
6
,7
7
0

3
9
6
,3
6
0

2
8

電
話
案
内
に
よ
る
勧
奨
業
務

9
8
0
,0
0
0

3
6
2
,7
8
0

2
9

地
域
情
報
紙
で
の
広
報

5
4
3
,3
6
0

5
2
3
,2
0
0

3
0

公
用
車
を
利
用
し
た
広
報

6
2
,8
0
0

2
7
,0
0
0

3
1

バ
ス
車
両
広
告
に
よ
る
広
報

5
1
8
,4
0
0

5
2
1
,4
0
0

7
,0
1
4
,1
7
7

4
,4
3
6
,7
4
0

3
0
,9
6
6
,5
5
7
2
1
,6
0
4
,5
5
8

合
計 計

和
歌
山
支
部
保
険
者
機
能
強
化
予
算
に
か
か
る
経
費
に
つ
い
て
（
令
和
元
年
度
）

事
項

取
組
名

医療費適正化
計計

保健事業広報・意見発信
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12
柔
整
の
適
正
施
術
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

3
第
三
者
行
為
に
係
る
傷
病
届
の
届
出
勧
奨
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
及
び
医
療
機
関
へ
の
配
付

バ
ス
車
内
T
V
フ
ォ
ト
広
告
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
他
）

和
歌
山
支
部
保
険
者
機
能
強
化
予
算
に
か
か
る
経
費
に
つ
い
て
（
令
和
元
年
度
）

医
療
機
関
か
ら
の
指
導
に
よ
る
負
傷
原
因
届
や
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
の
届
出
に
関
す
る
電
話
照
会
や
申
請
用
紙
の
送
付
件
数
が
前
年
度
と
比

べ
て
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
和
歌
山
県
の
交
通
事
故
発
生
件
数
が
、
平
成
3
0
年
度
と
令
和
元
年
度
の
比
較
で
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
協
会
け
ん
ぽ
和
歌
山
支
部
の
「
負
傷
原
因
届
」
や
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
の
受
理
件
数
は
、
平
成
3
0
年
度
と
令
和
元
年
度
の
比
較
で
は
同

程
度
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
医
療
機
関
を
通
じ
た
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
等
の
届
出
の
必
要
性
が
、
少
し
ず
つ
浸
透
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

事
業
名

事業内容

概
要

健
保
連
、
国
保
連
、
共
済
と
の
連
名
に
よ
る
、
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
公
益
社
団
法
人
　
和
歌
山
県
柔
道
整

復
師
会
を
通
じ
、
会
員
及
び
そ
の
他
の
施
術
所
に
送
付
す
る
。
ま
た
、
事
業
所
等
に
も
掲
載
を
依
頼
す

る
。

公
益
社
団
法
人
で
あ
る
、
和
歌
山
県
柔
道
整
復
師
会
を
通
じ
る
こ
と
で
、
柔
整
師
に
啓
発
を
行
う
。
事
業

所
等
に
掲
載
を
依
頼
す
る
こ
と
で
、
加
入
者
へ
の
啓
発
を
行
う
。

保
険
者
と
社
団
の
連
名
で
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
。

実
績
等

1
0
月
に
業
務
部
長
と
業
務
グ
ル
ー
プ
長
が
異
動
し
た
こ
と
で
、
新
た
な
柔
整
審
査
委
員
会
の
体
制
基
盤
確
立
を

優
先
し
た
。

特
に
業
務
グ
ル
ー
プ
長
は
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
の
業
務
に
携
わ
る
こ
と
が
初
め
て
で
あ
っ
た
た
め
、
基
礎
知

識
の
習
得
が
急
が
れ
、
当
該
取
組
の
優
先
順
位
が
後
回
し
と
な
っ
た

事業内容

概
要

実
績
等

事
業
名

和
歌
山
県
の
二
大
総
合
病
院
で
あ
る
「
日
赤
和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー
」
「
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
付
属
病

院
」
に
バ
ス
で
来
院
す
る
乗
客
を
対
象
に
、
停
留
所
到
着
時
に
、
運
賃
表
示
器
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

使
用
促
進
」
の
案
内
広
告
を
表
示
す
る
。

協
会
け
ん
ぽ
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進
に
対
す
る
取
り
組
み
を
乗
客
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
支
部
に

お
け
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
割
合
の
向
上
を
め
ざ
す
も
の
。

和
歌
山
県
の
二
大
総
合
病
院
で
あ
る
「
日
赤
和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー
」
「
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
付
属
病
院
」
に

バ
ス
で
来
院
す
る
乗
客
を
対
象
に
、
停
留
所
到
着
時
に
、
運
賃
表
示
器
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進
」
の

案
内
広
告
を
表
示
す
る
。

関
係
停
留
所
４
か
所
。
平
日
ダ
イ
ヤ
の
場
合
、
１
日
計
6
0
4
回
放
送
。

事
業
名

事業内容

概
要

交
通
事
故
等
の
第
三
者
行
為
に
よ
る
負
傷
で
健
康
保
険
を
使
用
し
て
治
療
を
す
る
場
合
に
、
「
第
三
者
行

為
に
よ
る
傷
病
届
」
等
の
届
出
を
必
要
と
す
る
が
、
届
出
が
必
要
な
こ
と
を
認
識
し
て
い
な
い
加
入
者
や
届

出
が
遅
延
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
加
害
者
に
対
す
る
請
求
手
続
き
が
遅
く
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら

れ
る
た
め
、
医
療
機
関
の
窓
口
や
掲
示
板
等
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
も
ら
う
よ
う
に
依
頼
し
て
加
入
者
に

対
し
て
周
知
を
図
る
。

実
績
等
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4567

集
団
健
診
に
お
け
る
派
遣
職
員
に
よ
る
電
話
勧
奨

協
会
主
催
の
集
団
健
診
実
施
に
か
か
る
経
費

事
業
者
健
診
に
か
か
る
同
意
書
取
得
勧
奨
及
び
健
診
結
果
デ
ー
タ
取
得
勧
奨
等
の
外
部
委
託

事
業
者
健
診
結
果
デ
ー
タ
提
供
に
か
か
る
費
用

事
業
名

事業内容

概
要

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
、
地
域
の
公
民
館
等
で
協
会
主
催
の
扶
養
家
族
向
け
集
団
健
診

を
開
催
。

下
記
①
～
③
の
集
団
健
診
に
伴
う
受
診
勧
奨
通
知
、
健
診
現
場
で
の
広
報
物
作
成
等
を
実
施
。

①
わ
か
や
ま
商
工
ま
つ
り
で
の
集
団
健
診
の
開
催
（
2
回
分
）

②
協
会
主
催
の
集
団
健
診
の
開
催
（
定
例
1
3
回
分
）

③
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
開
催
を
検
討
（
新
規
2
回
分
）

実
績
等

扶
養
家
族
の
特
定
健
診
受
診
率
向
上
の
た
め
に
、
主
催
集
団
健
診
を
前
年
度
よ
り
拡
大
し
て
実
施
。
実

施
件
数
が
、
前
年
度
2
,1
0
1
件
か
ら
2
,6
8
4
件
と
大
幅
に
伸
び
、
支
部
の
K
P
Iも
達
成
し
た
。

事
業
名

事業内容

概
要

健
診
機
関
で
対
応
出
来
な
い
事
業
所
等
か
ら
の
健
診
結
果
デ
ー
タ
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
で
、
事
業
者
健

診
実
施
率
の
向
上
を
図
る
。

実
績
等

1
,0
7
1
件
取
得

事
業
名

事業内容

概
要

委
託
業
者
に
よ
る
同
意
書
取
得
勧
奨
及
び
健
診
結
果
デ
ー
タ
取
得
勧
奨
を
実
施
。
ま
た
、
支
部
に
て
受

領
し
た
健
診
結
果
（
紙
）
の
デ
ー
タ
化
（
パ
ン
チ
委
託
）
を
行
う
。

当
初
計
画
し
た
目
標
件
数
を
超
過
し
、
K
P
Iも
達
成
。

同
意
書
取
得
　
　
　
実
績
　
5
1
9
件
/
目
標
　
6
0
0
件
　
（
目
標
比
8
6
.5
％
）

健
診
結
果
取
得
　
実
績
　
2
,8
7
0
件
/
目
標
　
2
,5
0
0
件
（
目
標
比
1
1
5
％
）

デ
ー
タ
作
成
　
　
　
実
績
　
3
,2
5
3
件
/
目
標
　
3
,0
0
0
件
（
目
標
比
1
0
8
％
）

実
績
等

同
意
書
取
得
は
目
標
に
少
し
届
か
な
か
っ
た
が
、
受
診
率
に
繋
が
る
健
診
結
果
取
得
及
び
デ
ー
タ
作
成

が
当
初
目
標
件
数
を
超
過
し
た
。

事
業
名

事業内容

概
要

扶
養
家
族
集
団
健
診
の
受
付
業
務
（
リ
ス
ト
作
成
）
及
び
前
年
申
込
者
で
、
当
年
度
未
申
込
者
に
対
す
る

電
話
勧
奨
等
を
実
施
。

①
②
の
期
間
と
も
に
電
話
勧
奨
を
実
施
し
た
が
、
申
込
率
は
約
1
8
～
2
8
％
で
推
移
し
た
。

そ
の
結
果
、
元
年
度
扶
養
家
族
受
診
者
数
8
,0
6
1
人
（
支
部
集
計
値
）
と
前
年
度
受
診
者
7
,4
1
8
人
を
上
回

り
、
K
P
I（
2
0
.6
％
）
も
達
成
し
た
。

実
績
等

前
年
受
診
者
に
架
電
す
る
こ
と
で
、
約
1
8
～
2
8
％
の
方
が
申
込
み
に
繋
が
り
一
定
の
効
果
が
得
ら
れ
た
。
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891
0

1
1

和
歌
山
県
医
師
会
と
の
連
携
に
よ
る
特
定
健
診
受
診
促
進
に
関
す
る
事
業

中
規
模
事
業
所
へ
の
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
再
勧
奨

小
規
模
事
業
所
対
象
者
へ
の
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
Ｄ
Ｍ
勧
奨

事
業
名

事業内容

概
要

院
内
掲
示
用
の
特
定
健
診
広
報
用
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
県
内
の
契
約
健
診
機
関
に
配
布
。
ポ
ス
タ
ー
に

は
、
対
象
健
診
機
関
に
お
け
る
受
診
者
自
己
負
担
額
を
掲
載
し
て
い
る
た
め
、
消
費
税
変
更
時
期
に
合

わ
せ
て
令
和
元
年
度
は
2
回
作
成
し
た
。

実
績
等

実
績
等

受
診
に
繋
が
っ
た
人
数
は
想
定
よ
り
少
な
か
っ
た
が
、
同
制
度
の
周
知
を
計
画
時
よ
り
多
く
の
方
に
実
施

で
き
、
次
年
度
以
降
の
受
診
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
に
つ
い
て
は

K
P
I達
成
し
た
。

事業内容

概
要

小
規
模
事
業
所
に
所
属
し
て
い
る
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
対
象
者
個
人
宛
に
、
健
診
案
内
通
知
を
送

付
。

発
送
件
数
1
9
,9
8
6
件
に
対
し
、
申
込
3
4
9
件
（
1
.7
4
％
）

実
績
等

医
師
会
か
ら
集
合
B
契
約
傘
下
の
健
診
機
関
に
配
布
し
て
も
ら
う
な
ど
連
携
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
特
定

健
診
に
つ
い
て
は
K
P
Iを
達
成
で
き
た
。

事
業
名

事業内容

概
要

中
規
模
事
業
所
に
対
し
、
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
、
年
度
途
中
に
再
勧
奨

通
知
を
送
付
。

3
4
3
社
（
6
,7
7
9
名
）
に
送
付
し
、
1
9
社
1
3
0
名
の
申
込
み
が
あ
っ
た
。

事
業
名

事業内容

概
要

任
意
継
続
加
入
者
へ
の
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
及
び
特
定
健
診
を
案
内
（
一
括
分
＋
随
時
分
）
を
送
付

す
る
た
め
、
チ
ラ
シ
印
刷
や
封
入
封
緘
発
送
業
務
等
の
委
託
を
実
施
。

　
5
月
に
任
意
継
続
被
保
険
者
へ
委
託
業
者
よ
り
生
活
習
慣
病
案
内
を
一
斉
発
送
。
そ
の
後
支
部
に
て

1
2
月
ま
で
毎
月
途
中
加
入
の
任
意
継
続
被
保
険
者
へ
発
送
。
（
計
2
,8
1
9
件
）

　
任
意
継
続
加
入
の
扶
養
家
族
へ
特
定
健
診
勧
奨
を
す
る
た
め
の
案
内
チ
ラ
シ
や
健
診
機
関
一
覧
な
ど

を
印
刷
。

実
績
等

任
意
継
続
加
入
者
に
対
し
て
は
、
本
部
一
斉
発
送
対
象
者
よ
り
除
外
さ
れ
て
い
る
た
め
、
同
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
で
支
部
加
入
者
の
健
康
の
維
持
、
支
部
受
診
率
の
底
上
げ
が
で
き
た
。

受
診
に
繋
が
っ
た
人
数
は
想
定
よ
り
少
な
か
っ
た
が
、
同
制
度
の
周
知
を
計
画
時
よ
り
多
く
の
方
に
実
施

で
き
、
次
年
度
以
降
の
受
診
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
に
つ
い
て
は

K
P
Iを
達
成
し
た
。

事
業
名

任
意
継
続
加
入
者
へ
の
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
及
び
特
定
健
診
の
案
内
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1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

事
業
名

事業内容

概
要

市
町
村
の
が
ん
健
診
同
日
実
施
の
広
報
に
つ
い
て
、
一
斉
発
送
分
と
個
別
発
送
に
分
け
て
実
施
。

年
度
当
初
の
一
斉
発
送
は
受
診
券
発
送
時
に
一
次
勧
奨
（
受
診
券
送
付
時
）
を
実
施
し
、
そ
の
後
地
域

の
受
診
日
程
が
近
づ
く
と
ハ
ガ
キ
に
よ
る
二
次
勧
奨
を
実
施
し
た
。

そ
の
他
、
市
町
村
と
の
個
別
調
整
に
よ
り
一
部
市
町
は
別
日
程
で
勧
奨
を
実
施
し
た
。

実
績
等

市
町
村
の
が
ん
検
診
同
日
実
施
は
、
例
年
通
り
の
受
診
数
を
確
保
で
き
て
お
り
、
支
部
の
K
P
Iも
達
成
し

た
。

事
業
名

事業内容

概
要

前
年
度
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
未
利
用
（
0
％
）
事
業
所
所
属
の
付
加
健
診
対
象
者
に
、
付
加
健
診
の

魅
力
的
な
内
容
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
健
診
案
内
通
知
を
送
付
し
、
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
の
受
診
促
進
を

実
施
。

7
月
に
対
象
者
2
,7
9
9
人
に
発
送
し
、
7
9
名
（
2
.6
％
）
の
申
込
み
が
確
認
で
き
た
。

実
績
等

受
診
に
繋
が
っ
た
人
数
は
想
定
よ
り
少
な
か
っ
た
が
、
同
制
度
の
周
知
を
計
画
時
よ
り
多
く
の
方
に
実
施

で
き
、
次
年
度
以
降
の
受
診
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

被
扶
養
者
向
け
集
団
健
診
に
お
け
る
広
報
（
案
内
）

付
加
健
診
該
当
者
へ
の
個
別
案
内

事
業
名

事業内容

概
要

対
象
者
に
特
定
健
診
の
内
容
や
目
的
等
を
分
か
り
や
す
く
周
知
す
る
た
め
の
啓
発
マ
ン
ガ
を
作
成
し
、
協

会
主
催
集
団
健
診
の
案
内
等
に
使
用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
未
受
診
で
あ
っ
た
方
の
受
診
促
進
を
図

る
。

実
績
等

当
初
啓
発
マ
ン
ガ
を
勧
奨
通
知
に
同
封
し
よ
う
と
検
討
し
て
い
た
が
、
ハ
ガ
キ
を
活
用
し
た
二
次
勧
奨
を

委
託
に
て
実
施
し
、
案
内
勧
奨
回
数
を
増
や
す
ほ
う
が
安
価
で
受
診
率
向
上
に
繋
が
る
と
考
え
た
た
め
未

実
施
と
な
っ
た
。

事
業
名

被
扶
養
者
向
け
特
定
健
診
啓
発
マ
ン
ガ
の
作
成

特
定
保
健
指
導
の
利
用
勧
奨

事業内容

概
要

特
定
保
健
指
導
の
案
内
を
事
業
所
宛
に
送
付
。
案
内
送
付
後
、
事
業
所
宛
電
話
勧
奨
を
実
施
。

2
1
4
4
社
へ
案
内
を
送
付
し
、
保
健
指
導
受
け
入
れ
事
業
所
　
1
,4
1
3
社
（
受
入
率
6
5
.9
％
）

初
回
面
談
実
施
件
数
3
,0
8
7
件
（
前
年
度
2
,4
0
5
件
：
対
前
年
比
1
0
9
.7
％
）

実
績
等

対
前
年
度
の
初
回
面
談
件
数
を
上
回
り
、
ま
た
事
業
計
画
の
目
標
値
で
あ
る
2
8
4
5
件
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

事
業
名

事業内容

概
要

希
望
申
込
み
の
あ
っ
た
事
業
所
へ
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
座
を
中
心
に
、
腰
痛
・
肩
こ
り
や
女
性
の
病
気
、

生
活
習
慣
病
予
防
に
関
す
る
講
座
を
１
４
回
実
施
し
た
。

実
績
等

受
講
事
業
所
数
は
ほ
ぼ
予
定
通
り
で
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
概
ね
好
評
で
、
健
康
づ
く
り
意
識
醸
成

に
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
職
場
に
お
け
る
健
康
講
座
」
の
実
施
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1
7

1
8

1
9

2
0

事
業
名

事業内容

概
要

ス
タ
ー
ト
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
令
和
元
年
度
新
規
宣
言
事
業
所
（
1
9
3
事
業
所
）
だ
け
で
な
く
、
す
で
に
宣
言

済
み
で
あ
っ
た
2
4
6
事
業
所
に
も
ス
タ
ー
ト
ブ
ッ
ク
を
配
布
し
、
健
康
経
営
に
関
す
る
周
知
を
行
っ
た
。

ま
た
、
希
望
す
る
事
業
所
へ
、
健
康
機
器
の
貸
し
出
し
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。

実
績
等

健
康
宣
言
事
業
所
数
が
増
加
し
、
健
康
機
器
の
貸
出
申
込
み
も
増
え
た
こ
と
か
ら
、
事
業
所
に
お
け
る
健

康
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

事
業
名

健
康
宣
言
事
業
所
事
業

職
場
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
取
組
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
事
業

事業内容

概
要

被
保
険
者
2
0
名
以
上
の
事
業
所
に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
回
答
に
基
づ
い
た
自
社
の
健
康
づ
く
り

の
取
り
組
み
度
を
指
標
化
し
て
希
望
す
る
事
業
所
に
送
付
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
健
康
宣
言
事
業
で
あ

る
「
わ
か
や
ま
健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
運
動
」
登
録
勧
奨
を
行
う
も
の
。

実
績
等

対
象
と
し
て
挙
げ
た
被
保
険
者
2
0
名
以
上
の
事
業
所
に
対
し
て
、
別
の
手
法
（
委
託
事
業
者
に
よ
る
電
話

勧
奨
）
に
て
登
録
勧
奨
を
実
施
し
た
こ
と
か
ら
、
本
事
業
を
実
施
し
な
か
っ
た
た
め
未
実
施
と
な
っ
た
。

事
業
名

集
団
健
診
後
の
結
果
説
明
会
及
び
特
定
保
健
指
導
の
実
施

事業内容

概
要

協
会
主
催
の
集
団
健
診
（
平
成
3
0
年
度
）
で
受
診
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
結
果
説
明
会
を
開
催
。
（
紀
の

川
市
・
橋
本
市
を
４
月
に
開
催
）

み
な
べ
町
の
が
ん
検
診
と
の
同
日
実
施
で
の
受
診
者
を
対
象
に
、
結
果
説
明
会
を
開
催
。

橋
本
市
　
結
果
説
明
会
参
加
者
　
4
7
名
　
特
定
保
健
指
導
4
名
実
施

紀
の
川
市
　
結
果
説
明
会
参
加
者
　
3
4
名
　
特
定
保
健
指
導
4
名
実
施

み
な
べ
町
　
結
果
説
明
会
参
加
者
　
5
1
名
　
特
定
保
健
指
導
6
名
実
施

実
績
等

紀
の
川
市
・
橋
本
市
の
結
果
説
明
会
参
加
率
は
、
橋
本
市
4
4
.3
％
　
紀
の
川
市
　
2
9
.2
％
と
低
か
っ
た
が

み
な
べ
町
に
つ
い
て
は
、
継
続
実
施
を
し
て
お
り
、
6
0
％
の
参
加
率
で
あ
っ
た
。

事
業
名

事業内容

概
要

昨
年
の
健
診
結
果
で
、
特
定
保
健
指
導
の
対
象
基
準
に
近
か
っ
た
方
へ
、
健
診
受
診
３
か
月
前
頃
に
文
書
を
郵
送
し
、
次
の
健
診

に
向
け
て
生
活
習
慣
改
善
を
呼
び
か
け
る
取
組
を
実
施
。

前
年
度
の
健
診
結
果
で
腹
囲
基
準
に
該
当
し
、
か
つ
血
圧
・
脂
質
・
血
糖
の
リ
ス
ク
を
１
つ
以
上
保
有
し
て
い
る
人
を
対
象
と
す
る
。

①
腹
囲
基
準
　
男
性
　
８
３
ｃ
ｍ
～
８
７
ｃ
ｍ
　
　
女
性
　
８
８
ｃ
ｍ
～
９
２
ｃ
ｍ

②
血
圧
リ
ス
ク
　
収
縮
期
血
圧
　
１
３
０
m
m
H
g以
上
ま
た
は
拡
張
期
血
圧
　
8
5
m
m
H
g以
上

③
脂
質
リ
ス
ク
　
中
性
脂
肪
　
１
５
０
㎎
／
ｄ
ｌ以
上
　
ま
た
は
　
H
D
L
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
　
3
9
m
g／
dl以

下
④
血
糖
リ
ス
ク
　
空
腹
時
血
糖
・
随
時
血
糖
　
１
０
０
ｍ
ｇ
／
ｄ
ｌ以
上
ま
た
は
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
５
．
６
％
以
上

実
績
等

案
内
を
送
付
し
た
人
の
う
ち
、
平
成
3
1
年
度
に
健
診
を
受
け
た
人
は
　
2
7
3
名
。
　
体
重
減
少
が
み
ら
れ
た
人
は
1
1
6
名
（
4
2
.5
％
）
、
腹
囲
減
少

が
み
ら
れ
た
人
は
1
1
3
名
（
4
1
.4
％
）
、
保
健
指
導
階
層
化
が
悪
化
し
た
人
は
　
4
1
名
（
1
5
％
）
で
あ
っ
た
。
腹
囲
基
準
未
満
の
方
が
、
翌
年
特

定
保
健
指
導
対
象
に
な
っ
た
方
は
6
名
（
4
.7
％
）
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
特
保
対
象
者
の
方
で
、
翌
年
対
象
外
に
な
っ
た
方
は
、
7
名

（
4
.9
％
）
に
と
な
っ
た
。

メ
タ
ボ
流
入
抑
制
対
策
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2
1
　
紙
媒
体
に
よ
る
広
報

実
施
時
期
配
布
対
象
者

期
待
さ
れ
る
効
果

事
業
所

事
業
所

健
康
保
険
委
員
他

加
入
者

2
2

2
3

「
わ
か
や
ま
健
康
と
食
の
フ
ェ
ス
タ
」
へ
の
ブ
ー
ス
出
展

「
わ
か
や
ま
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
」
へ
の
ブ
ー
ス
出
展

毎
日
目
に
す
る
卓
上
カ
レ

ン
ダ
ー
に
健
診
案
内
等
を

記
載
し
、
広
く
事
業
を
広
報

す
る

事
業
名

事業内容

概
要

和
歌
山
県
保
険
者
協
議
会
の
一
員
（
実
質
的
に
和
歌
山
県
国
保
連
合
会
と
協
会
け
ん
ぽ
の
２
者
共
同
運

営
）
と
し
て
、
和
歌
山
県
福
祉
保
健
部
健
康
推
進
課
・
農
林
水
産
部
果
樹
園
芸
課
の
主
催
す
る
「
わ
か
や

ま
健
康
と
食
の
フ
ェ
ス
タ
」
に
ブ
ー
ス
出
展
を
行
う
。
標
記
イ
ベ
ン
ト
は
、
和
歌
山
県
が
健
康
推
進
や
食
育

に
携
わ
る
団
体
、
企
業
と
連
携
し
、
健
康
に
関
す
る
特
色
あ
る
活
動
の
紹
介
や
自
ら
の
健
康
状
態
を
把
握

で
き
る
体
験
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
県
民
健
康
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
及
び
健
康
寿
命
の
延
伸
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
も
の
。

な
お
、
2
0
1
9
年
度
に
限
り
、
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま
2
0
1
9
」
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
。

実
績
等

協
会
け
ん
ぽ
と
和
歌
山
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
の
二
者
で
、
そ
れ
ぞ
れ
所
有
す
る
血
管
年
齢
測

定
器
を
持
ち
寄
っ
て
、
希
望
者
の
血
管
年
齢
を
測
定
し
、
測
定
後
は
、
保
健
師
が
健
康
相
談
を
実
施
。

・
ブ
ー
ス
で
の
測
定
人
数
：
1
,0
8
2
名

事
業
名

事業内容

概
要

公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
が
主
催
、
和
歌
山
県
教
育
庁
ス
ポ
ー
ツ
課
が
協
力
し
、

ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
・
関
心
を
も
つ
き
っ
か
け
や
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
的
に
、
体
験
や
紹

介
、
体
力
測
定
・
健
康
相
談
な
ど
の
催
し
を
通
じ
て
県
民
の
健
康
増
進
を
は
か
る
も
の
。

実
績
等

公
益
財
団
法
人
和
歌
山
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
が
主
催
、
和
歌
山
県
教
育
庁
ス
ポ
ー
ツ
課
が
協
力
し
、

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
。

目
的

（
使
途
項
目
）

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
の
周

知
、
健
診
案
内

令
和
元
年
５

月

事
項

（
詳
細
）

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
周
知

用
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

事
業
主
・
事
業
所
担
当
者
・
被

保
険
者
へ
の
周
知
及
び
情
報

提
供

事
業
主
・
事
業
所
担
当
者
・
被

保
険
者
へ
の
周
知
及
び
情
報

提
供

加
入
者
へ
の
情
報
提
供

事
業
所
内
掲
示
ポ
ス

タ
ー

柔
道
整
復
師
の
正
し
い
か

か
り
方
を
啓
発
す
る

令
和
元
年

6
月

納
入
告
知
書
同
封
チ

ラ
シ

毎
月
、
事
業
主
あ
て
に
送

ら
れ
る
納
入
告
知
書
に
同

封
す
る
広
報
チ
ラ
シ
を
作

成
す
る

通
年

事
業
主
・
事
業
所
担
当
者
・
被

保
険
者
へ
の
周
知
及
び
情
報

提
供

令
和
元
年

1
1
月

事
業
案
内
用
卓
上
カ
レ

ン
ダ
ー
の
作
成
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2
4

2
5

2
6

2
7

日
本
年
金
機
構
と
の
連
携
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
ブ
ー
ス
出
展

県
広
報
誌
へ
の
広
告

健
康
経
営
促
進
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

T
V
局
の
ス
ポ
ッ
ト
C
M
の
活
用
に
よ
る
広
報

事
業
名

事業内容

概
要

地
元
T
V
局
の
C
M
枠
に
提
供
し
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
た
集
団
特
定
健
診
の
募
集
案
内
を
中
心
に

広
報
を
行
う
。
視
聴
率
の
望
め
る
有
望
な
番
組
に
、
1
5
秒
C
M
を
放
映
す
る
も
の
。

実
績
等

大
型
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
商
工
ま
つ
り
の
中
で
集
団
健
診
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
台
風
で
中
止
に

な
っ
た
た
め
評
価
が
C
M
を
見
て
健
診
の
問
い
合
わ
せ
申
し
込
み
が
複
数
あ
っ
た
。

事
業
名

事業内容

概
要

和
歌
山
県
と
の
共
同
運
営
と
な
っ
た
健
康
宣
言
事
業
「
わ
か
や
ま
健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
運
動
」
を
、
セ
ミ

ナ
ー
を
通
じ
て
、
加
入
者
・
事
業
主
に
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
な
ど
の
一
層
の
周
知
を
図
る
。
ま
た
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
運
動
登
録
事
業
所
か
ら
健
康
経
営
優
良
法
人
へ
の
認
定
企
業
の
増
加
、
和
歌
山
県
の
実
施
す
る

「
わ
か
や
ま
健
康
推
進
事
業
所
」
の
増
加
に
つ
な
げ
、
県
民
運
動
と
し
て
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
も
の
。

実
績
等

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
延
期

事
業
名

事業内容

概
要

和
歌
山
県
の
広
報
誌
「
県
民
の
友
」
紙
面
内
広
告
を
活
用
し
、
健
診
及
び
保
健
事
業
案
内
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
使
用
促
進
及
び
保
険
料
率
改
定
案
内
等
の
周
知
・
情
報
提
供
を
図
る
。

実
績
等

県
内
全
体
の
世
帯
に
配
布
す
る
こ
と
で
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
事
業
案
内
や
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
。

事
業
名

事業内容

概
要

日
本
年
金
機
構
の
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
の
実
施
に
伴
い
、
日
本
年
金
機
構
及
び
和
歌
山
県
社
会
保
険
労

務
士
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
公
的
年
金
制
度
の
普
及
啓
発
を
目
的
に
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
を
設
け
る
も
の
。

こ
れ
に
合
わ
せ
、
血
管
年
齢
測
定
会
を
開
催
し
、
加
入
者
の
健
康
増
進
を
図
る
も
の
。

実
績
等

昨
年
同
様
多
く
の
方
に
測
定
を
行
い
、
協
会
け
ん
ぽ
の
知
名
度
向
上
や
、
県
民
の
健
康
増
進
に
寄
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
年
金
関
係
の
相
談
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た
方
の
多
く
が
、
血
管
年
齢
測
定
器
利
用
時
に
勧
め
た
こ
と
で
年
金
相
談
を
受
け
た
こ
と

か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
に
貢
献
し
、
主
催
者
と
の
連
携
強
化
を
図
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。
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2
8

2
9

3
0

3
1

バ
ス
車
両
広
告
に
よ
る
広
報

電
話
案
内
に
よ
る
勧
奨
業
務

地
域
情
報
紙
で
の
広
報

公
用
車
を
利
用
し
た
広
報

事
業
名

事業内容

概
要

健
康
宣
言
「
わ
か
や
ま
健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
運
動
」
の
勧
奨
文
書
を
1
,5
0
0
社
へ
送
付
し
、
そ
の
後
、
委

託
業
者
に
よ
る
詳
細
補
足
等
を
含
め
た
電
話
勧
奨
を
行
う
も
の
。

実
績
等

目
標
を
1
0
0
件
（
目
標
率
6
.7
％
）
と
定
め
て
い
た
た
め
、
登
録
事
業
所
数
と
し
て
は
目
標
達
成
と
な
ら
な
か
っ
た
が
、
制
度
に
つ
い
て

広
く
周
知
で
き
た
こ
と
や
、
健
保
委
員
、
メ
ル
マ
ガ
も
あ
わ
せ
て
獲
得
で
き
た
こ
と
か
ら
、
一
定
の
効
果
は
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

翌
年
度
に
つ
い
て
は
、
委
託
に
回
さ
ず
支
部
職
員
に
よ
る
電
話
勧
奨
・
訪
問
勧
奨
と
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
運
動
登
録
だ
け
で
な
く
、
国
や

県
の
認
定
取
得
を
含
め
た
説
明
を
予
定
し
て
い
る
。

事
業
名

事業内容

概
要

　
地
域
の
情
報
紙
（
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
）
「
Ｌ
ＩＶ
ＩＮ
Ｇ
和
歌
山
」
の
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
活
用
し
、
健
診
及

び
保
健
事
業
案
内
、
協
会
け
ん
ぽ
イ
ベ
ン
ト
案
内
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
等
の
周
知
、
情
報
提
供
を
図

る
。

実
績
等

地
域
を
絞
っ
て
イ
ベ
ン
ト
や
健
診
等
の
広
報
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
紙
面
広
報
だ
け
で
は
な
く
情
報

誌
発
行
元
の
イ
ベ
ン
ト
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
や
特
定
健
診
の
広
報
な
ど
も
行
う
こ
と
だ
で
き
た
。

事
業
名

事業内容

概
要

公
用
車
２
台
の
側
面
に
広
報
を
印
刷
し
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
貼
り
付
け
し
、
喪
失
後
受
診
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
使

用
促
進
の
広
報
を
行
う
。

・
和
歌
山
県
内
の
人
口
の
約
４
０
％
は
和
歌
山
市
に
在
住
し
て
お
り
、
主
に
市
内
を
走
る
公
用
車
で
の
広

報
は
効
果
的
。

・
広
報
媒
体
が
公
用
車
で
あ
り
、
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
。

実
績
等

駐
車
場
で
の
停
車
時
は
特
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
が
目
立
ち
、
広
報
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

加
入
者
理
解
度
調
査
に
お
け
る
特
定
健
診
認
知
率
が
H
3
0
年
度
の
5
0
.7
%
に
比
べ
R
元
年
度
は
5
1
.8
%
に
増
加
し
て
お
り
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い
て
も
H
3
0
年
度
の
6
1
.2
%
に
比
べ
R
元
年
度
は
8
3
.4
%
に
増
加
し
て
い
る
。
な
お
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
式
の
た
め
追
加

費
用
を
か
け
ず
今
後
も
引
き
続
き
広
報
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

事
業
名

事業内容

概
要

和
歌
山
市
内
の
バ
ス
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
広
告
を
掲
載
し
、
「
健
診
受
診
促
進
」
広
報
を
行
う
。

・
和
歌
山
県
内
の
人
口
の
約
４
０
％
は
和
歌
山
市
に
在
住
し
て
お
り
、
市
内
を
走
る
バ
ス
広
告
は
効
果

的
。

・
和
歌
山
県
は
車
社
会
と
言
わ
れ
て
お
り
、
電
車
広
告
よ
り
公
道
を
走
る
バ
ス
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
広
告
は
有
効

実
績
等

加
入
者
理
解
度
調
査
に
お
け
る
特
定
健
診
認
知
率
が
H
3
0
年
度
の
5
0
.7
%
に
比
べ
R
元
年
度
は
5
1
.8
%
に

増
加
し
て
い
る
。


